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富
山
大
空
襲
の
記
憶

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
日
〇
時
三
十
六
分

よ
り
約
二
時
間
に
わ
た
り
、
富
山
市
中
心
部
は
米
軍
の
爆

撃
機
Ｂ
29
に
よ
る
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ

り
市
街
地
の
九
九
・
五
％
が
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。

　

上
の
史
料
は
、
富
山
大
空
襲
前
後
の
様
子
を
描
い
た
記

録
画
で
す
。
大
空
襲
か
ら
十
年
余
り
た
っ
た
昭
和
三
十
一

年
に
、
当
時
の
記
憶
を
元
に
丹
羽
隆
一
氏
に
よ
っ
て
描
か

れ
ま
し
た
。

　

当
史
料
は
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
に
は
罹
災
前
の
家
の
様
子
、
配
給
な
ど
戦
中
期

の
生
活
、
空
襲
に
備
え
て
防
空
演
習
を
し
て
い
る
様
子
な

ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
第
二
部
に
は
家
財
や
家
族
を
事

前
に
郊
外
へ
疎
開
さ
せ
た
こ
と
や
空
襲
初
期
の
様
子
、
第

三
部
に
は
空
襲
に
よ
る
罹
災
の
様
子
、
第
四
部
で
は
戦
後

の
丹
羽
家
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
丹
羽
家
は
昭
和
二
十
年
三
月
に
は
家

財
や
家
族
の
疎
開
を
始
め
て
お
り
、
疎
開
先
も
転
々
と
移

動
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
襲

時
に
は
父
と
妹
と
の
三
人
で
自
宅
に
い
た
た
め
、
そ
の
時

の
体
験
が
こ
の
記
録
画
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
九
年
十
一
月
以
降
、
日
本
に
対
す
る
本
土
空
襲

が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
地
方
都
市

も
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

七
月
三
十
一
日
に
空
襲
予
告
ビ
ラ
が
ま
か
れ
て
お
り
、
八

月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
、
長
岡
・
水
戸
・
八
王
子
と

と
も
に
富
山
市
も
空
襲
を
受
け
た
の
で
す
。

　
　

�

　
　
　
（
縦
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69.0
㎝
）
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昨
年
十
一
月
、
当
館
が
大
学
共
同
利

用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構　

国

文
学
研
究
資
料
館
に
富
山
県
内
で
の
開

催
を
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
ア
ー
カ
ブ

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
コ
ー
ス
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
開
催
は
、
令
和
五
年

の
置
県
百
四
十
年
に
あ
た
り
当
館
か
ら

公
文
書
保
存
・
利
用
関
係
機
関
に
記
念

事
業
へ
の
協
力
を
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
う
ち
の
一
つ
で
、
県
内
で
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
の
専
門
的
な
学
び
が
で
き
る
よ

う
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
要
望
し
実
現

し
た
も
の
で
す
。
当
館
か
ら
も
、
こ
の

機
会
に
複
数
の
職
員
を
受
講
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
皆
様
、
短
期

コ
ー
ス
施
設
見
学
先
の
高
岡
市
立
博
物

館
等
の
高
岡
市
の
関
係
の
皆
様
、
ま
た
、

関
連
開
催
の
市
民
向
け
講
演
会
に
お
け

る
講
師
及
び
そ
の
所
属
機
関
の
氷
見
市

立
博
物
館
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
富
山
県
公
文
書
館
は
今
年
、

開
館
四
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
館

で
は
、
設
置
さ
れ
た
昭
和
六
十
二
年
か

ら
年
度
ご
と
に
「
富
山
県
公
文
書
館
年

報
」
を
作
成
し
、
利
用
状
況
等
を
公
開

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
各
年
報
と
今
年

度
途
中
ま
で
の
実
績
の
累
計
を
計
算
し

て
み
ま
し
た
。

　

入
館
者
数
は
、昨
年
中
に
累
計
十
四
万

人
を
超
え
ま
し
た（
年
平
均
で
は
約

三
千
六
百
人
と
な
り
ま
す
）。
こ
の
間
、

当
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
団
体
に
よ
る
見
学
等
は
累
計
二
万

人
超
で
、
開
設
後
十
年
間
に
年
平
均
約

一
千
四
百
人
と
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
講
座
や
古
文
書
教
室
な
ど

講
座
等
利
用
は
累
計
三
万
人
超
（
年
平

均
約
八
百
人
）
の
ご
来
館
で
し
た
。
講

座
等
利
用
入
館
者
数
は
、
や
は
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
五

類
感
染
症
に
な
る
前
に
概
ね
相
当
す
る

時
期
（
令
和
二
年
度
か
ら
四
年
度
）
は

年
平
均
約
二
百
人
、
令
和
五
年
度
以
降

も
募
集
定
員
を
少
な
く
設
定
し
た
こ
と

に
よ
り
年
平
均
約
五
百
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

閲
覧
件
数
は
、
累
計
六
万
六
千
件
超

（
年
平
均
約
一
千
七
百
件
）と
な
り
ま
す
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
累
計
三
千
八
百

件
超
（
年
平
均
約
一
百
件
）
を
お
受
け

し
、「
史
資
料
に
関
す
る
こ
と
」
が
累
計

約
一
千
一
百
件
と
最
も
多
く
、「
古
文

書
の
解
読
・
解
説
に
関
す
る
こ
と
」
が

累
計
約
九
百
件
、「
富
山
県
史
、
市
町
村

史
、
他
都
道
府
県
史
に
関
す
る
こ
と
」

が
累
計
約
七
百
件
と
続
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
当
館
の
実
績
数
も
業
務
統
計

が
保
存
・
利
用
で
き
た
か
ら
の
内
容
で

す
の
で
、
記
録
保
存
の
大
切
さ
の
簡
単

な
例
に
あ
た
り
ま
す
。
節
目
の
年
を
迎

え
た
記
事
作
成
用
に
業
務
統
計
が
作
成
・

保
存
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
記
録
の
利
用

目
的
は
自
由
で
あ
り
、
今
回
利
用
し
た

と
こ
ろ
で
す
。富
山
県
公
文
書
館
で
は
、

引
き
続
き
、
閲
覧
に
供
し
て
い
る
古
文

書
・
近
代
等
資
料
や
地
方
自
治
法
施
行

前
公
文
書
を
利
用
す
る
方
や
展
示
を
見

学
す
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

十
一
月
六
日
（
木
）
に
石
川
県
で
の

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
石
川
県

立
図
書
館
と
金
沢
大
学
資
料
館
を
訪
問

見
学
し
、
十
四
機
関
、
二
十
二
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

石
川
県
立
図
書
館
で
は
、
十
二
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
十
進
法
分
類
を
超

え
た
独
自
の
配
架
に
よ
る
本
と
の
偶
然

の
出
会
い
を
い
ざ
な
う
工
夫
や
、
本
を

読
む
・
探
す
以
外
の
目
的
で
も
図
書
館

を
訪
れ
た
い
と
思
う
よ
う
な
第
三
の
居

場
所
づ
く
り
な
ど
、
新
し
い
視
点
か
ら

の
取
り
組
み
を
興
味
深
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
公

文
書
専
用
書
庫
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
沢
大
学
資
料
館
で
は
、
常
設
展
示

で
の
解
説
や
収
蔵
庫
見
学
を
通
し
て
、

長
い
伝
統
の
あ
る
金
沢
大
学
お
よ
び
前

身
校
か
ら
の
貴
重
な
資
料
を
は
じ
め
、

多
岐
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
明
治
時
代
の
医

学
関
係
の
標
本
や
教
材
を
は
じ
め
と
す

る
貴
重
な
資
料
を
多
く
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
が
展
示
企
画

を
経
験
す
る
こ
と
が
、
授
業
の
一
環
と

し
て
で
き
る
施
設
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
行
政
機
関

の
職
員
が
利
用
す
る
機
会
の
少
な
い
大

学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
初
め
て
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者

に
と
っ
て
初
め
て
知
る
内
容
が
多
く
、

参
加
者
一

同
多
く
の

示
唆
を
得

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
大
変

興
味
深
く
、

有
意
義
な

学
び
の
機

会
と
な
り

ま
し
た
。

富
史
料
協
だ
よ
り
ー
令
和
７
年
度
視
察
研
修
ー

富
史
料
協
だ
よ
り
ー
令
和
７
年
度
視
察
研
修
ー

館
長

　宮
脇

　健
一

館
長

　宮
脇

　健
一

開
館
四
十
年
目
を
迎
え
て

開
館
四
十
年
目
を
迎
え
て

石川県立図書館

金沢大学資料館
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十
一
月
十
日（
月
）～
十
五
日（
土
）の

六
日
間
に
わ
た
り
、
高
岡
市
を
会
場
と

し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
コ
ー
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
全
国
を
巡
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
研
修
は
、
今

年
は
富
山
県
が
誘
致
し
、
そ
れ
を
受
け

て
の
開
催
で
し
た
。
地
元
高
岡
市
の
図

書
館
・
博
物
館
・
美
術
館
、
そ
し
て
県

で
は
富
山
県
公
文
書
館
四
名
、
県
立
図

書
館
二
名
、
高
志
の
国
文
学
館
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
担
当
の
方
は
、
例
年

に
な
く
地
元
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
、

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
日
間
の
講
義
等
の
内
容
は
初
日
の

開
講
式
に
続
き
、
現
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
役
割
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
資
源
論
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保

存
環
境
と
劣
化
損
傷
の
予
防
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
の
保
存
修
復
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
論
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
民

間
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

論
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
理
と
目
録
編
成
、

自
然
科
学
系
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
地
域

と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

管
理
と
利
用
（
施
設
見
学
）、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
公
開
と
普
及
活
動
、
総
括
討
論

が
あ
っ
て
最
後
に
閉
講
式
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

最
近
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
研
修
で

は
行
政
の
公
文
書
を
扱
う
傾
向
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
研
修
で

は
古
文
書
等
を
扱
っ
た
も
の
が
比
較
的

多
く
、
個
人
的
に
は
そ
の
意
味
で
多
少

の
安
堵
感
が
あ
り
ま
し
た
。
各
講
義
で

は
最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
先
生

方
が
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
や
資
料
を
駆
使
し
て
丁
寧
に

話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
研
修
の

な
か
で
は
難
し
い
専
門
用
語
や
カ
タ
カ

ナ
表
記
も
多
々
あ
り
、
苦
し
い
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
新

た
に
得
た
知
識
も
多
く
、
幾
度
と
な
く

目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

研
修
以
前
の
自
分
と
比
較
し
て
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
学
ん
だ
こ
と
を

日
々
の
業
務
に
少
し
で
も
生
か
せ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、頻
発
す
る
自
然
災
害
の
影
響
や
、

代
替
わ
り
・
家
じ
ま
い
な
ど
に
よ
り
貴

重
な
地
域
資
料
で
あ
る
古
文
書
等
の
散

逸
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
当
館

に
お
い
て
も
、
年
々
寄
贈
・
寄
託
史
料

の
受
け
入
れ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
令

和
五
年
度
は
、
寄
贈
文
書
七
件
・
寄
託

文
書
三
件
、
令
和
六
年
度
は
、
寄
贈
文

書
八
件
・
寄
託
文
書
一
件
の
受
け
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
令
和
七

年
十
二
月
現
在
ま
で
に
、
寄
贈
文
書

十
一
件
、
寄
託
文
書
二
件
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
寄
贈
・
寄
託
い
た
だ
い
た

史
料
は
、
当
館
の
書
庫
に
お
い
て
温
湿

度
管
理
の
も
と
適
切
に
保
存
管
理
す
る

と
と
も
に
、
常
設
展
や
企
画
展
で
展
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
県
民
の
皆

様
の
閲
覧
に
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

令
和
七
年
度
の
特
徴
は
、
当
館
の
企

画
展
を
契
機
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。
久
保
家
文
書
は
、
令
和
七

年
度
企
画
展
「
行
か
ん
ま
い
け
～
富
山

の
博
覧
会
」
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
’92

関
係
資
料
で
す
。
博
覧
会
開
催
記
念
の

ブ
ッ
ク
型
ケ
ー
ス
入
り
二
枚
一
組
で

二
千
部
限
定
販
売
さ
れ
た
「
特
別
記
念

入
場
券
」
や
第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス

ポ
富
山
’92
に
係
る
冊
子
、
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
栓
抜
き
四
点
は
、
当
時
を
懐
か

し
く
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
す
。
同
様
に
企
画
展
を
契
機
に
、
多

く
の
関
連
資
料
を
針
山
家
文
書
と
し
て

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
展

開
催
後
に
も
坂
井
家
文
書
と
し
て
「
県

民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ト
レ
ー

ン
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
利
用
乗
車
券
」

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
古
文

書
の
解
読
等
で
ご
利
用
い
た
だ
く
中
で
、

貴
重
な
史
料
の
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
古
文
書

の
消
失
・
散
逸
・
劣
化
を
防
止
す
る
た

め
の
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
史
資
料
を
適
切
に
保
存
管
理
す
る

と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
皆
様
に
ご
紹

介
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
コ
ー
ス
受
講

最
近
の
寄
贈
・
寄
託
史
料
状
況
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明
治
・
大
正
期

　
～
産
業
振
興
を
め
ざ
し
た
博
覧
会
～

　

明
治
・
大
正
期
の
博
覧
会
と
し
て
、

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
第
七
回

関
西
二
府
十
五
県
連
合
共
進
会
と
、
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
富
山
県
主
催
一

府
八
県
連
合
共
進
会
を
取
り
上
げ
、
近

代
化
を
進
め
て
い
た
日
本
の
中
で
富
山

県
の
産
業
振
興
の
様
子
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
三

年
の
博
覧
会
で
は
、「
第
七
回
関
西
府

県
連
合
共
進
会
規
則
改
正
」（「
富
山
県

報
」
当
館
蔵
）
か
ら
繭
や
茶
な
ど
当
時

の
出
品
物
や
、
銅
版
画
の
「
第
七
回

関
西
府
県
聯
合
共
進
会
場
之
全
図
」

（
富
山
県
立
図
書
館
蔵
）
よ
り
会
場
が

賑
わ
っ
て
い
た
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

大
正
二
年
の
博
覧
会
で
は
、
同
日
に
富

山
県
協
賛
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
二
種
類

の
『
富
山
県
案
内
』（
岡
崎
家
文
書
及
び

黒
田
家
文
書
・
い
ず
れ
も
当
館
蔵
）
を

比
較
展
示
し
、
富
山
県
を
紹
介
す
る
た

め
に
制
作
さ
れ
た
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

昭
和
初
期

　
～
東
亜
を
意
識
し
た
博
覧
会
～

　

戦
争
の
気
配
が
濃
く
な
る
戦
前
の
日

本
に
お
い
て
、
東
亜
を
意
識
し
、
貿
易

振
興
に
よ
り
経
済
発
展
に
努
め
よ
う
と

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
開
催
さ

れ
た
日
満
産
業
大
博
覧
会
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。「
博
覧
会
開
催
地
に
関
し
高

岡
市
長
と
県
知
事
の
覚
書
」（
当
館
蔵
）

よ
り
、
開
催
を
め
ぐ
り
県
と
高
岡
市
と

の
間
で
取
り
決
め
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
四
季　

富
山

お
ど
り
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
岩
田
家
文

書
・
当
館
蔵
）
か
ら
、
当
時
の
余
興
と

し
て
富
山
お
ど
り
が
演
芸
館
で
披
露
さ

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

戦
後
～
復
興
博
覧
会
～

　

戦
後
、
復
興
の
証
と
し
て
昭
和

二
十
九
年（
一
九
五
四
）に
開
催
さ
れ
た

富
山
産
業
大
博
覧
会
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
富
山
産
業
大
博
覧
会
概
況
説
明
書
」

（
富
山
県
所
蔵
）で
は
、
日
本
が
独
立

を
回
復
し
た
と
は
い
え
、
占
領
政
策
や

ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
富
山
産

業
大
博
覧
会
々
場
絵
葉
書
」（
海
内
家

文
書
・
当
館
蔵
）
よ
り
、
博
覧
会
場
や

復
興
し
て
い
く
街
並
み
の
様
子
、「
富

山
市
旅
館
案
内
図
」（
富
山
県
立
図
書

館
蔵
）
よ
り
県
外
か
ら
の
観
覧
客
受
入

れ
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
市
内
宿
泊
施

設
地
図
も
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ

ネ
ル
展
示
に
よ
り
、
昭
和
二
十
六
年
に

開
催
さ
れ
た
高
岡
産
業
博
覧
会
も
紹
介

し
ま
し
た
。

昭
和
後
期
・
平
成
初
期

　
～
21
世
紀
に
向
け
て
の
博
覧
会
～

　

富
山
県
の
自
然
や
郷
土
、
伝
統
を
慈

し
み
つ
つ
も
、
様
々
な
分
野
で
21
世
紀

と
い
う
新
た
な
時
代
の
到
来
を
待
望
す

る
気
運
の
中
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
と

し
て
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

富
山
県
１
０
０
年
記
念
に
っ
ぽ
ん
新
世

紀
博
覧
会
と
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
’92

（
通
称
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
日
本
新
世
紀
博
覧
会
は
、
置
県
百

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、「
置
県
百
年
記
念
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
埋
設
工
事
設
計
図
」
及
び

「
置
県
百
年
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
や
ま

１
９
８
３
。
そ
の
く
ら
し
と
姿
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
い
ず
れ
も
富
山
県
所
蔵
）

よ
り
、
百
年
後
の
県
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が

埋
設
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
は
、
Ｂ
１
版
「
公

式
ポ
ス
タ
ー
」（
当
館
蔵
）
が
制
作
さ

行かんまい
け～

令和７年度　富山県公文書館企画展

　10月２日（木）から11月３日（月・祝）にわたり企画展を開催しました。「大阪・関西万博」（正式名称：2025年日本国際博覧
会）の開催に合わせ、明治から平成にかけて富山県内で開催された６つの博覧会・共進会に焦点をあて、時代の背景を反映し
た目的や内容、成果などを紹介しました。当館所蔵の史資料を中心に、富山県立図書館や県民公園太閤山ランドからお借りし
た資料と合わせて展示しました。

−4−



れ
Ｐ
Ｒ
活
動
の
様
子
や
現
在
の
シ
ー
ズ

ン
パ
ス
券
に
相
当
す
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー
ド
」（
富
山
県
所
蔵
）
が
導

入
さ
れ
、
何
度
も
繰
り
返
し
入
場
で
き

る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
運
営
の
面
で
は
、「
エ
キ

ス
ポ
と
や
ま
博
Ｊ
Ｅ
Ｔ
メ
イ
ト
大
募
集

（
募
集
要
項
）」
や
「
第
１
回
ジ
ャ
パ

ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
’92
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ハ
ー
テ
ィ

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集
要
項
」（
い

ず
れ
も
富
山
県
所
蔵
）
よ
り
、
多
く
の

県
民
の
力
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
が
運
営
さ

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
会

　

十
月
二
十
六
日（
日
）、
富
山
ジ
ャ
パ

ン
エ
キ
ス
ポ
協
会
事
務
局
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

上
野
彰
氏
、久
保
眞
人
氏
、広
沢
久
也
氏
、

堀
口
正
氏
の
四
名
を
お
招
き
し
、「
ジ
ャ

パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
’92
成
功
へ
の
道
～

疾
風
怒
濤
の
日
々
の
先
に
見
え
た
も
の

～
」
と
題
し
て
座
談
会
形
式
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
講
師
の
方
々
が
当
時
携

わ
っ
た
業
務
に
つ
い
て
、
久
保
氏
か
ら

出
展
、
上
野
氏
か
ら
会
場
建
設
、
堀
口

氏
か
ら
催
事
、
広
沢
氏
か
ら
運
営
の
面

よ
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
建
設
で
は
、

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
二
つ
の
博
覧
会
の
上
空
写
真
を
比
較

し
、
具
体
的
に
ど
の
部
分
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で

造
成
さ
れ
た
の
か
説
明
が
あ
り
、
出
展

で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
テ
ー
マ
「
内
と
外
」

を
Ｊ
Ｅ
Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
の
屋
内
展

示
と
い
き
い
き
広
場
な
ど
の
屋
外
展
示

で
体
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
催
事
で
は
、

海
外
か
ら
招
か
れ
た
団
体
が
県
内
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
や
ダ
ブ
ル

タ
ッ
チ
・
ジ
ャ
ン
プ
・
ロ
ー
プ
の
小
学

校
で
の
普
及
の
取
り
組
み
な
ど
、
県
内

で
交
流
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営

で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
メ
イ
ト
制
度
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ハ
ー
テ
ィ
な
ど

多
く
の
県
民
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
成
功
と
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
、
県
道
367
号
線
の
開
通
が
富
山
高

岡
間
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
寄
与
し
た

こ
と
や
、
音
響
や
照
明
な
ど
催
事
の
技

術
が
県
内
に
浸
透
し
た
こ
と
な
ど
が
窺

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
県
の
た
め

に
大
切
な
視
点
と
し
て
、
準
備
期
間
を

確
保
し
て
物
事
に
臨
ん
だ
り
、
他
者
の

喜
び
を
大
切
に
し
た
り
、
多
文
化
共
生

の
視
点
の
必
要
性
や
記
録
と
し
て
だ
け

は
な
く
、
未
来
へ
の
助
言
と
し
て
歴
史

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

聴
講
者
か
ら
は
「
当
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
懐
か
し
く
感
じ
た
」、「
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
が
よ
く
理
解
で

き
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
大
好
評

で
し
た
。

企
画
展
観
覧
者
か
ら
の
感
想

・
ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
皆
が
一
同

に
会
す
る
機
会
は
、
開
催
す
る
側
も

参
加
す
る
側
も
熱
が
入
る
と
感
じ
た
。

・
戦
前
、
戦
後
の
博
覧
会
の
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
時
代
背
景

や
開
催
意
図
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

て
興
味
深
か
っ
た
。

　

こ
の
他
に
も
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
掲
載
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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上野　　彰　氏（右側）
久保　眞人　氏（左側）

広沢　久也　氏（右側）
堀口　　正　氏（左側）

展示説明会の様子



　

当
館
で
は
今
年
度
、
入
門
コ
ー
ス
を

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
三
回
、
初
級

コ
ー
ス
を
十
月
に
四
回
に
わ
た
り
開
催

し
ま
し
た
。

　

入
門
コ
ー
ス
は
、
当
館
史
料
調
査
専

門
員
の
寺
井
柚
美
、
菖
池
由
美
子
、
髙

森
邦
男
が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。
当

館
所
蔵
史
料
を
題
材
に
古
文
書
に
お
け

る
年
月
日
や
人
名
、
地
名
な
ど
を
読
み

な
が
ら
、
く
ず
し
字
の
基
礎
知
識
の
習

得
を
目
指
し
ま
し
た
。
十
村
文
書
の
先

祖
由
緒
書
や
年
貢
皆
済
状
な
ど
を
読

み
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
越
中
の
社

会
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。
当
館

で
は
、YouTube

に
も
当
館
制
作
の

古
文
書
教
室
の
動
画
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

YouTube

と
合
わ
せ
て
学
習
さ
れ
て

い
る
受
講
者
の
方
々
も
多
く
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
級
コ
ー
ス
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
越
中
史
壇
会
会
員
の
宮
本
幸
江
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「「
富
山
藩
郡

奉
行
月
番
留
」
を
読
む
」
と
題
し
て
四

回
に
わ
た
り
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
郡
奉
行
の
職
務
に
係

る
史
料
を
中
心
に
、
古
文
書
を
読
み
解

き
な
が
ら
、
天
保
期
の
世
相
や
農
民
支

配
の
仕
組
み
、
富
山
藩
に
お
け
る
郡
奉

行
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
第

一
回
「
植
付
草
修
理
見
分
」
の
学
習
で

は
、
郡
奉
行
鏑
木
数
右
衛
門
が
支
配
下

の
村
々
の
田
植
や
除
草
の
状
況
を
見
廻

る
た
め
の
日
程
調
整
、
村
々
の
実
情
に

つ
い
て
解
読
し
て
い
き
ま
し
た
。
当
時

の
婦
負
郡
・
上
新
川
郡
の
絵
図
を
用
い
、

古
文
書
に
出
て
く
る
見
分
し
た
村
々
の

位
置
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
の
講
義
に
お
い
て
、
文
字
の
解

読
や
く
ず
し
方
の
解
説
に
留
ま
ら
ず
、

文
章
中
に
出
て
く
る
興
味
深
い
内
容
や

そ
の
背
景
ま
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
興
味
深
く
江
戸
末

期
の
富
山
藩
の
様
子
を
学
べ
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
方
か
ら
は
、「
読
み
下
す

だ
け
で
な
く
、
領
内
の
様
子
や
藩
政
の

実
情
が
と
て
も
よ
く
分
か
っ
た
」、「
先

生
の
解
説

で
郷
土
史

を
当
時
の

人
々
に
近

い
目
線
で

学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」

な
ど
の
感

想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し

た
。

令
和
七
年
度

（
入
門
・
初
級
コ
ー
ス
）

古
文
書
教
室

古
文
書
教
室

　

令
和
七
年
度
の
第
一
回
古
文
書
調
査

員
会
議
を
、
七
月
十
七
日
（
木
）
当
館

研
修
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
県
内
で
古
文
書
の
調
査

活
動
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
十
二
名
の

方
々
に
古
文
書
調
査
員
を
委
嘱
し
、
年

二
回
の
会
議
で
の
情
報
交
換
を
通
し
て

古
文
書
の
保
存
活
用
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続

き
在
任
の
十
一
名
の
方
々
に
加
え
、
今

年
度
は
新
た
に
、
松
田
昭
治
氏
に
砺
波

地
区
の
古
文
書
調
査
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
当
館
よ
り
古
文
書

調
査
員
制
度
の
趣
旨
・
制
度
の
説
明
が

あ
り
、
次
い
で
、
今
年
度
実
施
予
定
の

二
十
一
件
の
古
文
書
実
態
追
跡
調
査
の

概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

古
文
書
の
所
蔵
者
に
現
在
の
保
存
状
況

な
ど
を
お
尋
ね
す
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
、
新
川
・
富
山
・
高
岡
・
砺

波
各
地
区
の
調
査
員
の
方
々
か
ら
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
六
年
一
月
一

日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

被
害
が
大
き
か
っ
た
氷
見
市
で
は
、
肝

煎
家
文
書
を
収
蔵
し
て
い
た
建
物
に
つ

い
て
、
地
震
被
害
の
懸
念
か
ら
文
化
財

審
議
会
で
市
の
指
定
文
化
財
候
補
に
挙

げ
た
い
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
小
矢
部
市
で
は
所
蔵
者
が
不
在
と

な
っ
た
た
め
、
宮
永
家
文
書
は
小
矢
部

市
で
預
か
る
と
い
う
方
針
に
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
文
書
の
保
存
管
理
の
面
に
お
い
て

は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
古
文
書
を
収

蔵
す
る
施
設
や
担
当
窓
口
が
な
い
こ
と
、

古
文
書
の
燻
蒸
に
つ
い
て
現
在
薬
剤
が

手
に
入
ら
な
い
た
め
、
図
書
館
の
閉
架

書
庫
に
お
い
て
あ
る
状
況
な
ど
新
た
な

課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
話
題
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

の
周
知
が
行
わ
れ
ず
、
古
文
書
散
逸
の

危
機
へ
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
殺
虫
・
殺
カ
ビ
の
た
め
の

燻
蒸
薬
剤
エ
キ
ヒ
ュ
ー
ム
Ｓ
の
製
造
停

止
に
よ
り
、
別
の
薬
剤
ヴ
ァ
イ
ケ
ー
ン

へ
の
変
更
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
当
館
よ
り
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
の
古
文
書
調
査
員
会
議
は
、

二
月
十
二
日
（
木
）
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

飯村　　滋
轡田　　均
加藤　達行
五十嵐俊子
平井　一雄
兼子　　心
五十嵐　清
仁ヶ竹亮介
鈴木　瑞麿
東出　紘明
今枝　正也
松田　昭治

調査員名簿（敬称略）

新川地区

富山地区

高岡地区

砺波地区
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宮本幸江氏と初級コースの様子

令
和
七
年
度

  

第
一
回
古
文
書
調
査
員
会
議

令
和
七
年
度

  

第
一
回
古
文
書
調
査
員
会
議



　

今
年
度
も
他
館
と
連
携
し
、
小
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
史
資
料
ふ
れ
あ
い

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
、
富
山
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
小
学
生
対
象

の
「
こ
ど
も
考
古
学
講
座
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

富
山
県
公
文
書
館
か
ら
は
、「
昔
の

文
字
の
読
み
書
き
」
と
題
し
、
体
験
活

動
を
行
い
ま
し
た
。「
徳
川
家
康
書
状
」

（
浅
井
氏
収
集
文
書
・
当
館
蔵
）
な
ど

の
古
文
書
を
紹
介
し
た
後
、
割
り
箸
袋

な
ど
身
近
な
も
の
で
目
に
し
た
こ
と
の

あ
る
昔
の
文
字
の
読
み
方
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
で
は
、
こ
ど
も
た

ち
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、「
か
な
文
字
一

覧
」（『
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
』

シ
リ
ー
ズ
よ
り
引
用
）
を
使
っ
て
、
自

分
の
名
前
を
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い

た
文
字
で
書
く
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

普
段
書
き
な
れ
て
い
な
い
文
字
に
悩
み

な
が
ら
も
、
こ
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち

か
ら
は
、「
昔

の
文
字
を
書

く
活
動
を
通

し
て
、
公
文

書
（
公
文
書

館
）
に
対
す

る
興
味
が
深

ま
り
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し

た
。

　

戦
後
八
〇
年
の
今
、
富
山
県
公
文
書

館
所
蔵
史
料
か
ら
、
満
州
事
変
や
日
中

戦
争
、
太
平
洋
戦
争
を
振
り
返
る
展
示

を
開
催
し
て
い
ま
す
。『
昭
和
七
年
満

州
事
変　

上
海
派
遣
軍
記
念
写
真
帖
』

（
上
野
家
文
書
）
か
ら
、
富
山
歩
兵
第

三
十
五
連
隊
も
動
員
さ
れ
た
第
一
次
上

海
事
変
の
様
子
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
中
戦
争
関
連
で
は
、
功
労
者
に
贈
呈

さ
れ
た
「
志
那
事
変
従
軍
記
章
」（
立

田
家
文
書
）
や
戦
地
か
ら
差
し
出
し
た

軍
事
郵
便
為
替
を
本
国
で
受
け
取
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
「
軍
事
郵
便
為
替
金

受
領
書
」（
南
部
家
文
書
）
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
山
大
空
襲

を
実
際
に
罹
災
し
た
方
に
よ
っ
て
約
十

年
後
に
描
か
れ
た
『
我
家
の
戦
災
絵
史

（
苦
悩
か
ら
の
脱
却
の
記
録
）』（
丹
羽

家
文
書
）
で
は
、
富
山
大
空
襲
の
悲
惨

さ
が
窺
え
ま
す
。

　
「
富
山
県
の
成
立
」
で
は
、「
富
山
県

設
置
の
太
政
官
達
（
複
製
）」（
当
館

蔵
）
な
ど
の
展
示
に
よ
り
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
五
月
九
日
の
「
富
山

県
」
成
立
の
過
程
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
県
内
で
起
き
た
五
つ
の
水
害
の
被

害
の
様
子
を
比
較
し
た
「
明
治
二
〇
年

以
降
五
大
水
害
比
較
図
」
や
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）の
台
風
に
よ
る
災
害「
富

山
県
大
水
害
の
概
況
」
な
ど
か
ら
、
治

水
事
業
が
必
要
だ
っ
た
実
態
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
上
半
期
か
ら

引
き
続
き
「
富
山
県
庁
舎
の
変
遷
」
も

展
示
中
で
す
。

　

好
評
だ
っ
た
富
山
県
の
歴
史
に
関
連

し
た
ク
イ
ズ
も
実
施
中
で
す
。
今
回
は

「
富
山
県
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」
と

題
し
、
難
易
度
が
少
し
高
め
の
富
山
県

の
歴
史
に
関
連
す
る
問
題
を
出
題
し
ま

し
た
。
解
い
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

素
敵
な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り

ま
す
。

　

展
示
期
間
は
、三
月
二
十
五
日（
水
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
二
十
一
日（
日
）、
高
志
の
国

文
学
館
に
お
い
て
、
中
学
生
向
け
の
探

究
活
動
「
指
令
！D

IG
ITAL

ニ
逆
襲

セ
ヨ
。
富
山
県
公
文
書
館
の　

ミ
ッ

シ
ョ
ン
“
そ
の
弐
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
富
山

県
設
置
の
太
政
官
達
」（
当
館
蔵
）、「
県

庁
竣
工
式
招
待
状
」（
当
館
蔵
）、「
県

庁
員
の
ラ
ジ
オ
体
操
」（
小
又
家
文
書
・

当
館
蔵
）
の
三
つ
の
史
料
か
ら
、
受
講

者
は
興
味
の
あ
る
史
料
を
選
び
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
せ
ず
富
山
県
立
図

書
館
か
ら
お
借
り
し
た
本
な
ど
を
使
っ

て
、調
べ
学
習
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
、

保
護
者
の
方
々
に
も
探
究
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
解
読
文
を
記
入
し
た
り
、
分
か
っ

た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
し
た
後
、
発
表

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

〈
参
加
者
の
感
想
（
中
学
生
よ
り
）〉

・
普
段
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

調
べ
て
い
る
け
れ
ど
、
使
わ
な
く
て

も
楽
し
か
っ
た
。

・
富
山
の
歴
史
に
興
味
は
な
か
っ
た
が
、

本
で
調
べ
て

い
く
う
ち
に

楽
し
く
な
っ

た
。

　

ま
た
、
保
護

者
か
ら
も
「
中

学
生
の
皆
さ
ん

が
短
い
時
間
で

深
く
調
べ
て
い

る
こ
と
に
感
心

し
た
」
な
ど
と

感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
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令
和
七
年
度
史
資
料
ふ
れ
あ
い
事
業

令
和
七
年
度
史
資
料
ふ
れ
あ
い
事
業

「
こ
ど
も
考
古
学
講
座

　
　
　
　
　昔
の
文
字
の
読
み
書
き
」

「
こ
ど
も
考
古
学
講
座

　
　
　
　
　昔
の
文
字
の
読
み
書
き
」

「
戦
争
の
足
跡
」

「
戦
争
の
足
跡
」

令
和
七
年
度

下
半
期
展
示

令
和
七
年
度

下
半
期
展
示

指
令
！D

IG
IT
A
L

ニ
逆
襲
セ
ヨ
。

富
山
県
公
文
書
館
の

　
　ミ
ッ
シ
ョ
ン

　そ
の
弐

‶
"

「こども考古学講座」の様子

探究活動の様子

「戦争の足跡」の展示

“



令
和
八
年
度
歴
史
講
座
に
つ
い
て

　
富
山
県
公
文
書
館
で
は
、
令
和
八
年
度
も
歴
史
講

座
を
開
講
し
ま
す
。
五
〜
六
月
に
か
け
て
、
様
々
な

時
代
や
分
野
の
専
門
家
を
講
師
に
お
招
き
し
、
全
五

回
シ
リ
ー
ズ
で
富
山
県
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。
歴
史

講
座
は
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

　
対
面
講
座
（
定
員
五
十
名
）
に
加
え
、
事
前
申
し

込
み
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
実
施
予
定
で
す
。

皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
程
や
内
容
、
申
し
込
み
方
法
や
申
込
期
間
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
旬
ま
で
に
公
文
書
館
や

県
内
各
図
書
館
等
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
、
当
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

利
用
案
内

利
用
案
内

七
十
八

令
和
八
年
二
月
二
日
発
行

ウェブサイト
https://www.pref.toyama.jp/
1147/kensei/kouhou/1147/

富山県公文書館Xアカウント

https://x.com/Toyama
PrefArch

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）に
て

情
報
発
信
し
て
い
ま
す

富
山
県
公
文
書
館
の
業
務
の
紹

介
や
主
催
行
事
（
企
画
展
、
歴

史
講
座
、
古
文
書
教
室
な
ど
）

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
富
山
県
公
文
書
館
文
書
目
録

�

歴
史
文
書
三
十
九
』
発
行
予
定
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令
和
八
年
三
月
に
目
録
の
三
十
九
集
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

　

当
目
録
に
は
、
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
石
川
家
文
書
、

稲
垣
家
文
書
、
田
中
家
文
書
、
藤
野
家
文
書
、
松
長

家
文
書
、
並
び
に
複
写
採
録
資
料
の
酒
井
家
文
書
、

専
龍
寺
文
書
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

石
川
家
文
書
は
加
賀
藩
政
中
期
ま
で
射
水
郡
の
十

村
役
を
務
め
た
石
川
家
伝
来
の
史
料
群
で
す
が
、
後

に
医
業
に
転
じ
た
の
で
、
十
村
役
儀
に
関
す
る
史
料

の
ほ
か
医
学
書
な
ど
も
多
数
揃
っ
て
お
り
貴
重
で
す
。

　

稲
垣
家
文
書
は
明
治
期
の
自
由
民
権
運
動
家
、
ま

た
自
由
党
系
の
政
治
家
と
し
て
活
動
し
た
稲
垣
示
に

関
す
る
史
料
群
で
す
。

　

藤
野
家
文
書
は
新
川
郡
古
寺
村
（
現
、
富
山
市
）

の
肝
煎
文
書
で
、
村
御
印
や
鷹
師
見
合
札
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

酒
井
家
文
書
は
新
川
郡
上
滝
村
（
現
、
富
山
市
）

の
肝
煎
文
書
で
、
市
場
の
機
能
を
も
つ
同
村
の
様
子

が
窺
え
ま
す
。

　

そ
の
他
の
古
文
書
も
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重

な
史
料
群
で
す
。

　富山県公文書館のYouTubeアカウントにて、令和五年度「古文書教室入門コース」の内容をも
とに制作した十分程の動画（全七回）を配信しています。古文書を読む際の基礎知識や頻出する
日付・人名のくずし方などを紹介しています。

https://www.youtube.com/channel/
UCxaz4R4lrE_DVo5vnEoxzBg

富山県公文書館
YouTube アカウント

YouTubeにて 古文書教室入門コースの動画を配信しています


